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³内容 

インドについて考える場合に女性や子供を抜きにすることはできない。女性の社会的影響力は大きい。ビ

ジネスの相手が男性かと思えば女性だったということも少なくない。こうした女性達がいる一方でジェンダー

(社会的・文化的性差)役割を生きるしかない庶民や貧しい女性達の姿がある。本書は『インド盗賊の女王
～プーラン・デヴィの真実』の著者による現代インドで最も重要な3つの問題についての渾身のルポであ

る。1987年に亡夫と一緒に生きながら焼かれた18歳の新婚の妻が行ったサティーの跡地を昨年訪れ沈ん

でいた訳者は､保守的と思える同じラージャスターン州で王家出身ではあるが女性が州首相になったという

人々の喜びの声を聞いた。本書と一面では語れないインドを理解してほしいと、関連あるインド各地を旅し

て訳者が撮影した多数の写真も掲載している。 
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